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論 文 内 容 要 旨
人間は、牛の家畜化の過程で、目的とする生産物を効率良く得るために、生産性に関わる内的お
よび外的要因を管理 しようとしてきた。 しか し、労働生産性と省力化を求める余 り、牛の正常状態
と行動を阻害 し、ス トレスを与えて、生産性低下と疾病をもたらしてきたのである(Figure1)。
乳牛の行動が生産とどの様に関わっているのか、管理行為が乳牛の行動にどの様な影響を及ぼ して

















および1日2回 、9時 と17時のコンパ ク トベール乾草給与群各7頭 の24時間5分 間隔行動観察
を毎月1回 行い、その違いを比較 した。
人間の関与のほとんどなかったロールベール給与群と放牧群はほぼ同じ行動パ ターンと季節
変化を示 し、1日 の採食時間が特定時間帯に極端に片寄ることはなく、夜間採食も示 したが、
コンパク トベール給与群 は、5～6月 は他の2群 と同様あ行動パ ターンであったが、徐々に朝
9時の飼料給与後の時間に採食行動が集中するようになり、10月には1日の合計採食時間の46
%が9時 か ら12時までの時間帯 に行なわれ、その持続時間は295分にも上り、夜間採食はほと
ん ギ示 さな くなった(Table2、Figure3)。この よ うに、 人間 の飼 料給与 とい う管 理行











臥休息時間が長 く、反鵠/採 食比か低 く(Table4)、公共草地での放牧行動観察の結果 と
合わせて考えると、掃除刈 りは、牛の消費エネルギーを減らし一定面積か らの栄養摂取効率を







く、停立横臥および採食頻度が高 く、1回 の横臥持続時間が後期のほぼ半分の45分 であった
(Table6)。泌乳中期には、反劉時間が長 く、休息時間が短かかった。泌乳牛の分娩後の
特徴 として知 られる採食量 と乳量の ピークのタイムラグかこれらの行動か ら裏付けられた。泌
乳前期牛は急激な栄養要求箪の増力qに対 し、一度 にたくさん食べられないため、採食回数を増
や し・献 夜間も採食する・とで補 おうζしてヤ・ることが明らかとな・た(Fig・・e4)・ま
た初産牛は、経産牛 と乳量は変わらないにもかかわ らず、経産牛よりも停立横臥頻度が高 く、
横臥持続時間が短かった。 これらのことゐ〉ら乳牛 は、育成牛とは逆に、乳量の高 く、また若い
個体ほど、養分要求量を満たすために、採食時間が長 く、その結果停立時間が長 くなることが
明 らか となった。高泌乳牛、泌乳前期牛および初産牛が最 もストレスを受けやすい状態にあり








か長 く.、その頻度は高 く、反劉および横臥反劉時間が最 も短かかった(Figure5)。給飼 方
式は休息行動に影響 し、混合給与群は分離給与群よりも、採食時間が短か く、横臥休息時間が
長 く、また採食頻度が高 く、これ らは粗飼料の切断の影響 と考え られた。また飼料給与方式の
違いは行動パ ターンにも影響を与え、分離給与群は混合給与群よりも真夜中か ち朝にかけての
停立反舞時間が長 く、横臥休息時間が短か った(Figure6)。同一飼料を給与 したにもかか
わらず1乳 期の泌乳量は混合群の方か高 く、混合給与の方が牛の消費エネルギーとス トレスは
少ないと考えられる。この牛群では、停立割合が異常に高 く70%近くに達 し、その持続時間も
長 く、午後から夜にかけて乳牛は6～7時 間 も立ち続けなければならなかった。また採食時間
は、そのほぼ90%が7時か ら18時の間に集中した。 これは8時 と15時の給飼そしてそれに続 く
搾乳 という非常に片寄った管理時間および飼料給与量の不足が原因 と考えられ、牛の行動 リズ
ムを無視 した人間の都合だけによる管理行為が、牛の行動 リズムとパターンを変え.大 きな不
トレスを与え、生産性を低下させることが明 らか となった6
皿 牛群のD6mlnaceOrderが泌乳牛 の行動 と生産 に与 える影響
1DominanceOrderの異 な る乳 牛 を狭 い所 へ閉 じ込 めた時 の闘争行動 とス トレス
乳 牛社会 には縦 の序列で あるDominanceOrderが存在す る。DominanceOrderが行動 と
生産 に与え る影響および管理 行為 によるDominanceOrderの変化が それ らにどの様 な影響
を及 ぼすのか を検討 した 。
1986年6月 か ら7月 、帯広畜産大学附属農場で搾 乳牛群の闘争行動脅観察 し、各個体 の
DominanceOrdeτを決定 して 上位(A)、 中位(B)ご 下位(C)牛 それぞれ2頭 を選 び、




9差が小さ時 下位牛はその差力`大きい蹴 より強いス・レスを受け・孚L量嘩 下割合が大
きか った ー(Figure7)。群管理で は、下位 とな る個 体の ス トレスを如何 に少 な くす るかが 、
生産 性を向上 させ る鍵 とな るで あろ う。 その ため には、た とえ投資額が増大 して も1頭 当た り
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の畜舎面積やストール数、飼槽の幅などを十分に確保することが、'ストレスをなくし生産性を
高め病気を減 らして、結果としては利益を増大 させることになると考え られる。







った(Figurθ8)。2週目に、移動牛の乳量 は低下 し(Figure9)、そのなかで も下位牛
(Table8)とDominanceOrderが大き く低下 した個体(Table9)の乳量低下率が
大きかった。組替え14日 後の体重 の増加量は上位牛が最 も多 く、下位牛が最 も少なかった。
そしてACTH投 与30分後の血中Cortlsol濃度の増加は、上位牛が最 も多 く、下位牛が最
も少な く(Figure10)、下位牛は強いス トレスを受けていることが明 らか となった。
今回の一連の実験で、行動と生産性との関係、およびそれらに及ぼす人間の管理の影響が明
らかになった。育成牛は横臥 し反 劉することが、増体を高めた。しか し、泌乳牛は、乳量の高
い個体ほど泌乳に必要な栄養を満たすためにたくさん食べなければならず、採食時間か長 く、
停立時間が長かった。この育成牛と泌乳牛の行動 と生産性 との逆の関係は、泌乳牛の乾物摂取
量が育成牛の何倍にもなることがその理由と考え られる。 しか し、どちらにも重要な ことは、
良質で均質な飼料を十分量、1日 の各時間帯 にできるだけ分散 して食べ ることであろ う。それ
がルーメンの発酵効率を最 も高めることとなる。 しか し、牛の行動 リズムとパ ターンを無視 し





す く、またス トレス状態を回避 しやす く、その個体の持つ遺伝能力を最大に引出し、生産性を
高めることが可能な飼養方式であろう。群管理方式で、乳量水準別に栄養管理を行ない飼料効
率を高める目的で、群の構成個体の組替えは日常的に行なわれる。 しか し、人間の都合 と独善
的な思い込みによる管理行為は、逆に乳牛社会の秩序を乱 し、下位牛に特にス トレスを与えて




なス トレスを与えないで、 しかも効率良 く管理する方法 としては、1群の構成単位を分娩月別
にし、乾乳にす るまで構成個体を変えないことであろう。家族経営でそれが可能なだけの飼養
頭数を持つことは、現時点ではできないことである。しかし、動物福祉の立場からも、牛の命
とその一生を握 っている人間の責任として、ス トレスの最 も少ない飼養管理体系を追及するこ
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審 査 結 果 の 要 旨
家畜の管理に際しては,労働生産性の向上 と省力化が求められるが,管 理のための行為が家畜






時間が長 く,泌乳前期牛は採食回数が多 く,夜間採食も多いことが確認された。 これらのことか
ら泌乳牛では育成牛とは逆に,乳量の高い牛ほど採食のための侍立時間が長 くなることを明らか
にした。つぎに牛群の社会的順位が泌乳牛の行動 と生産に及ぼす影響について検討 し,上位牛は
競 り合 う相手 との順位の差が小さい時,.下位牛はその差が大きい時により強いス トレスを受け,
乳量の低下割合が大きいことを明らかにした。人間の管理行為による牛群社会の順位序列の混乱
が,乳牛の行動と生産に及ぼす影響を明らかにするために,牛 群の組替え実験をおこなった結
果,下 位牛 と組替えによって順位ボ低下 した個体の乳量低下率カミ大ぎいこと,体重の増加量は上
位牛で多 く,下位牛で少ないことを明らかにし,この原因としてACTH投与後の血中コルチゾル
濃度は上位牛 と下位牛で異なることから,受けるス トレスの違いによることを明らかにした。こ
れらの成果は,牛 の行動が示す意味を知ることの重要性を示唆 してお り,家畜管理技術構築のた
めにも寄与するところが大 きく,審査員一同は著者に博士(農 学)の学位を授与するに値すると
判定 した。
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